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しば発行していることである。戦前に発行された88号のうち、第5, 7, 9, 11, 13, 15, 17, 20, 22, 24, 






















　インドで最初に経済計画を提示したM. ヴィスヴェスヴァラヤの「The Relation Between India 
and Japan」（第26号）、「現代印度概観」（第31号）、「印度に於ける農村の復興」（第51号）、ラジパット・
ライ「印度政界の現状」（第37号）、C. F. アンドリュース「印度の阿片問題」（第44号）、｢ネルー自
伝｣（第71-84号、14回連載）など、インド人などの著作も多く掲載されている。これらは時代の雰囲
気をよく伝えるものであったが、同時に日本人のインド認識形成に寄与した情報のひとつの流れ
を示してもいる。
10　人物紹介
　タゴールに関するまとまった紹介記事が登場するの
は、彼がノーベル文学賞を受賞した翌年（1914）の第8
号である。早稲田大学教授内ヶ崎作三郎「印度の大詩
人ラビンドラナース・タゴール」には「……これ独り
印度の名誉のみならず亜細亜の名誉である。されば今
後大いに現れんとすべき亜細亜の精神的指導者の一人
として……」と紹介されている。これは以後長く日本
に紹介され影響を与えてきたタゴールに関するごく初
期の作品といえよう。
　ガンディーやネルーの動静や、独立運動関係の記事
もしばしば見られる。
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11　インドからの訪問者、留学生
　創刊号はインド人留学生についてこう伝えている。「十年以前始めてクルカニ氏の印度より日
本に留学したるを最初とし、以来毎年印度各地より留学生其往来を絶たず、多き時は東京だけに
ても五十名以上に達したるが現今はや々其数を減じ去る七月末の調査には東京に二十七人、大阪
に五人、京都に三人、札幌に一人都合三十六名にて、内ベンゴール州よりの留学生は其大部分を
占め、其他はバロダ州、マドラス州及マイソール州等よりの学生にして、学校は東京高等工業学
校及び東京及京都帝國大学サッポロ農科大学にして、学校に入らざる学生は皆各種の工場に於て
見習ひつ々あり……」
　インドからの訪問者や留学生に関する記事は以後度々現れる。
12　経済統計資料
　通商上の統計は日本政府やインド政庁・英本国作成のものがかなりの時間的速さで、かつ相当
に詳細な内容のものが提供されている。当時としては便利な情報内容であったと思われる。また
個々の商品や製品に関する情報や統計が頻繁に紹介されている。東南アジア地域もカバーされて
いて、｢会報｣の守備範囲が実際にはインドのみならず、東南アジア地域も視野に入れていたこ
とがわかる。
13　「東京外国語学校」に関する記事
　「東京外国語学校印度語科にはヒンドスタニとタミルの二科あり前者はProf. Barakatullah
　後者はProf. Sundaram教授の任に当り課程は一ヶ年にして卒業生及在学生左の如し。
種類　　　　　　　　　卒業生（明治四十二年三月　第一回）　　　在学生（明治四十二年四月入学）
ヒンドスタニー語科　　　　　　　一二人　　　　　　　　　　　　　　八人
タミル語科　　　　　　　　　　　　四人　　　　　　　　　　　　　　一人
　第一回卒業生氏名　　　　（アルハベット順）
　　　赤羽宇重氏、阿満得壽氏、稲見憲吉氏、金村貞太郎氏、野口一三郎氏、小栗明氏、
　　　大澤友吉氏、鷹屋祐摂氏、武関久壽氏、上田孝三氏、鵜飼仙之助氏、山室廉吉氏　
　　　（以上ヒンドスタニー語科）
　　　秋元善蔵氏、三宅正氏、田中俊三氏、柳田光之助氏　（以上タミル語科）」（創刊号）
　これ以後も現在の東京外国語大学の前身である、東京外国語学校印度語科に関してはかなりの
頻度で情報が伝えられる。教官の任命などに関する記事も散見される。
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14　誌名の変遷と刊行頻度
　明治42年8月の第1号から昭和19年11月の第88号まで、概して年に2~3回、時には4回とい
うペースで刊行された。戦後には昭和24年12月から昭和27年7月まで、「日印経済協会会報」と
いう誌名で、21号が発行された。発行頻度は一定でない。第21号は活版印刷であるが、それ以
外は謄写版である。このバックナンバーは現在日印協会でのみ所蔵が確認されている。戦後の紙
質の良くない時期の印刷物なので一部は相当に痛んでいる。これもマイクロフィルム化作業が行
われる予定である。
　昭和27年12月から昭和29年2月にかけて、「日印協会会報」が復刊され、7冊が刊行された。
これまでをもって「会報」の歴史に区切りをつけて考えることにしたい。さし当ってはマイクロ
フィルム化も上記の時期について行うことを考えている。その後日印協会は「印度 India」とい
う雑誌を発行するが、今回の報告ではこの雑誌は取り上げない。
15　今後の課題
　今後どのような形での保存し、利用の方法を具体化するかについては、日印協会と本COEと
の協議を経て決定されることになるが、現在の段階では35ミリマイクロフィルムによる保存・
利用を中心として検討している。また掲載されている主要論文・記事に関する索引の作成も検討
してみたい。
　秋までにはマイクロフィルム化の作業を完了させ、出来るだけ早く利用ができるような方法を
講じたいと考えている。そしてこれらの資料を利用した新たな調査・研究の成果が出現すること
を期待したい。
　なお前述した「印度甲谷陀日本商品館館報」第1-112号（1927-1937）についても、全号の確認が
できているので上記の「会報」と同じような方法で、利用に供することができるものと考えてい
る。
　これまでいろいろな形でご援助いただいた方々に心から感謝するとともに、今後の更なるご協
力をお願いしたい。
